
70 

中
国
の
膨
張
主
義
に
日

は

毅
然
た
る
「
主
張」

を
も
っ
て
立
ち
向
か
え

「
大
連
立
協
議
」

は
敗
北
主
義

先ご
ろ、
福田
康
夫
首
相と
民
主
党の
小
沢

一
郎
代
表
が
党
首
会
談で、
い
わ
ゆ
る
「
大
連

立
梢想」
に
向
け
た
協議を
行い、
結
局は、

民
主
党
内
の
反
対
な
ど
で
実
現に
至
ら
なかっ

た
の
は
記憶に
新
しい。
小
沢
さ
ん
は
そ
の
協

議
の
中で、
「
日
本
は
国
連
を
中
心
に
外
交
を

展
開
すべ
き
で
あ
り、
国
辿
決
議
の
下
で
の

み、
自
衛
隊の
海
外へ
の
派
逃
が
可
能」
とい

う
持
論
を
展
開
し、
福
田
首
相も
そ
れ
に、
い

っ
た
ん
は
同
意
し
た、
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

闘際教盛大学学長・なかじま・みねお
中
嶋
嶺
雄

る。
し
か
も、
小
沢
さ
ん
は、
国
連の
決
議
さ

え
あ
れ
ば、
戦
闘
行
為
（
ア
フ
ガニ
ス
タン
の

I
S
A
F）
に
も
参
加で
き
る
とい
う
考
え
の

よ
う
だ。

他
方、
福田
首
相は
就
任
早々
、
中
国に
対

し
て、
い
か
に
も
福
田
さ
ん
ら
しい
と
も
言
え

る
低
姿
勢を
示
し
た。
朝
国
問
題
で
も
今
後、

首
相
と
し
て
は、
「
参
拝
し
ない」
と
宣
言
し

た
の
に
等しい。
こ
れ
ま
で
中
国に
対
し
て
宥

和的だっ
た
福
田
首
相
ら
しい
百
動
だ。

こ
うい
う
状
況
下で、
政
局が
回
転
し
てい

る
の
だ
が、
ど
う
も、
歯
車
の
回
る
音だ
け
が

ガ
タ
ガ
タ
聞こ
え
て
く
る
だ
けで、
肝
心の
日

本
の
国
益
な
り、
日
本が
国
際
社
会に
占め
る

地
位につ
い
て
は、
与
野
党と
も
に
暖
昧で、

問
題
の
本
質を
糊
盤し
てい
る
よ
う
な
気が
し

て
な
ら
ない。

昔
か
ら、
我
が
国
で
は、
「
国
連」
とい
う

と
すべ
て
が
免
罪
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
日
本

的
情
緒
が
あ
る。
そ
れ
は
敗
戦
国の
日
本
人
の

特性だ
と
もい
え
る
の
だ
が、
小
沢
さん
も
そ

う
し
た
心
的
に
浸っ
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ

、っ。し
か
し、
も
と
も
と
今の
国
連は、
Un
i

te
d
Na
t
io
n
s
の
名称が
示
し
て

い
る
よ
うに、
連
合
国
側の
戦
勝五
大
国に
よ

る
戦後
世
界
秩序の
再編
の
た
め
の
組
織で
あ

り、
日
本
や
ド
イツ
を
対
象
と
し
た
敵
国
条
項
「疋諭J平成20年1 JI号
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こ
うし
て
ア
メ
リカ
民
主
党の
主
要
政
治家

た
ち
と
中
国マ
ネ
1
の
結び
つ
き
を
み
て
くる

と、
ど
うし
て
も
ク
リン
トン
政
権
時
代の
同

種の
現象が
想
起
さ
れ
て
く
る。
い
ま
の
大
統

領候補のヒ
ラ
リ
l
女
史の
夫ビル・
ク
リン

トン
大
統領
も
チャ
イ
ナ・
マ
ネ
ー
と
のつ
な

が
り
を
指摘さ
れ、

指弾さ
れ
た
の
だっ
た。

次
の
よ
う
な
ケ
1ス
で
あ
るi

マ
中
国
系
ア
メ
リカ
人
の

実業家だっ
た
ジ

ョ
ン・
フ
ァン
氏は一
九
九六
年の
ク
リン
ト

ン
大

統領再
選
キャ
ンペ
ーン
の
際、
民
主
党

全
国
委
員
会の
財
政
委
員
長
ま
で
務め、

総額’

三
百
四
十
万ドル
の
献
金
を一
人
で
集め
た
が、

そ
の
う
ち
百
六
十
万ドル
が
不
正
だ
と
断
じ
ら

れ、
返
還が
決
め
ら
れ
た。
フ
ァン
氏は
中
国

本土
に
生
ま
れ、
ア
メ
リカ
国
籍
を
得た
の
は

一
九七
六
年だっ
た。

中国本土
で
の
経済
活

動
歴
も
長
く、
中
国
当
局と
の
密
接な
関
係
も

あっ
た。

マ
ク
リン
トン
大
統領の
故
郷
ア
l
カ
ン
ソ

l
州で
中
国
料理
店を
闘い
てい
た
中
国
系
米

人
の
チャ
1
リ
l・
ト
リ
l
氏は一
九
九六
年

に
民
主
党
全
国
委
員
会
あて
に
合計六
十五
万

ドル
を
寄付し
た。
だ
が
そ
の
後、
こ
の
献
金の

出
所に
問題が
あ
る
と
さ
れ、
返
還
さ
れ
た。

ト
リ
l
氏
も
中
国
生
ま
れ、
ク
リン
トン
政
権

下で
は
ワ
シ
ン
トン
にコ
ン
サル
タン
ト
会
社

を
聞き、
中
国の
政
府
や
軍の
関
連
金
業の
た

め
に
米
側と
の
取
引を
支
援
す
る
業
務を
始め

た。
九六
年二
月に
は、
ア
メ
リカへ
の
武
器

密輸で
摘
発さ
れ
た
中
国
軍
傘
下の
軍事
企
業

の
中
国
人
会
長
を
ホ
ワ
イ
トハ
ウ
ス
に
案
内

し、
ク
リン
トン
大
統領に
紹介し
て、
批
判

を
あび
た。

マ
カ
リフォ
ルニ
ア
州
在住の
中
国
系
米人

ジョ
ニ
l・
チュ
ン
氏は
ク
リン
トン
大
統領

夫
妻の
信を
得て、
一
九
九六
年に
は
民
主
党

全
国
委
員
会に
合
計三
十七
万
J
ほ
ど
を
寄
付

し
た。
だ
が
そ
の
全
額
を
「
不
適
切
な
寄付」

と
み
な
さ
れ、

返済
さ
れ
た。
チュ
ン
氏
も
中

国
企
業の
ア
メ
リカ
で
の
活
動へ
の
協
力
を
専

門と
す
るコ
ン
サル
タン
ト
と
なっ
た。
中
国

の
国
営ビ
lル
企
業の
代
表
を
ホ
ワ
イ
トハ
ウ

ス
に
案内し、
ク
リン
トン
大

統領夫
妻と
並

ん
で
撮っ
た
写
真を
自
分のビ
ジ
ネス
で
の
宣

伝に
使っ
て
評
判を
悪
くし
た。

こ
うし
て
ア
メ
リカ
側で
の
評
判を
落と
し

た
り、
法
を
犯し
た
中
国
系の
人
た
ちに
は、

ア
メ
リカ
か
ら
中
華
闘の
閤へ
と
消えていっ

た
ケ
1ス
が
多い。
だ
か
らこ
そ
民
主
党ク
リ

ン
トン
政
権と
在米
中
国人
や
中
国
系
米人と

の
関係が
明
らか
に
緊密で
ある
の
に、
そ
れ

以
上
の
実
態は
よ
くわか
ら
ない
ま
ま、
とい

う
状態が
長
く
続い
てい
る
わ
け
だ
ろ
う。

ア
メ
リカ
の
民
主
党と
中
国
側のパ
ワ
l、

マ
ネ
1
の
聞に
は、
ク
リン
トン
政
権
時
代か

ら
なに
か
不
明の
ま
ま
の、
強い
関係が
ある

の
だ
ろ
う。
い
ま
もニ
ュ
ーヨ
ー
ク
の
チャ
イ

ナ
タ
ウン
で
の
集
団
献
金の
ほ
か
に、
シュ
1

被
告の
巨
額
な
献
金
活
動が
捜
査の
対
象と
な

っ
てい
る。
こ
れか
ら一
年
後の
大
統領
選
挙

の
投
票に
向
けて、
こ
の
中
国マ
ネ
1
の
実
態

が
ア
メ
リカ
側で
さ
らに
明
らか
に
さ
れ
て、

民
主
党
側に
不
利に
作用
す
るこ
と
も
考え
ら

れ
る。
そ
の一
方、
逆に
中
国マ
ネ
ー
がヒ
ラ

リ
1
候補は
じ
め、
結
局は
そ
の
本来の
意
図

ど
お
り、
民
主
党
側へ
の
強
力
な
支
援と
なっ

てい
くとい
う
予
測
もで
き
る
だ
ろ
う。

い
ずれに
し
て
も
中
国のパ
ワ
ー
やマ
ネー

は
実
際の
ア
メ
リカ
の
選
挙キャ
ンペ
ーン
で

も、
ま
だ
ま
だこ
れ
か
ら
論じ
ら
れ、
追
及
さ

れ
てい
く
大
き
な
課
題で
あろ
う。
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ア
メ
リ
カ
は
中
台
の

「
現
状」

を
維
持
で
き
る
か

ー
、

国
連
加
盟
運
動
に
燃
え
る
台
湾

二
O
O
七
年の
台
湾
で
世
界
的
に
最も
関
心

を
集め
てい
る
の
は、
台
湾
名
義
で
の
国
連
加

盟
運
動の
雌
り
上
が
り
で
あ
ろ
う。

中
国人
に
よ
る
大
虐
殺で
あ
る
つ
了
二
八

大
虐
殺」
を
台
湾
人
の
共
通の
庇
史
記
憶と
す

る
た
め、
二
O
O
四
年二
月二
八
円
に
行わ
れ

た
台
前
全
品二
O
O
万
人
に
よ
る
「
人
間
の

鎖」
運
動は、
三
月の
総
統
選
挙直
前
だっ
た

の
で
陳
水
蔚
再
選の一
因と
も
見
ら
れ
た。
今

回
の
国
連
加
盟
運
動も、
民
進
党与
党
政
府の

選
挙
行事の一
つ
と
比
ら
れ
る
だ
ろ
う。
さ
も

あ
り
な
ん。

し
か
し
国
連加
盟は
「
人
間の
鎖」
の
よ
う

な一
過
性の
も
の
と
は
違い、
こ
れ
か
ら
も
か

な
り
の
持
続
性を
持つ
と
考
え
ら
れ
る。
一
九

七一
年に
国
連
を
脱
退
し
て
以
来、
台
湾
の
国

連
再
加
胆
を
求
め
る
声
は
ずっ
と
あっ
た。

「
台
湾」
か
「
中
華
民
国」
か
の
名
義
で
再
加

盟
す
る
論議
を
続
け
て
き
た
も
の
の、
九
0
年

代に
入っ
て一
四
回
も
申
諒
さ
れ
た
「
国連
復

帰」
が
受
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
かっ
た。

二
O
O
七
年か
ら、
政
府
与
党で
あ
る
民
進

党
と
七
O
%
ま
で
の
国
民
支
持
を
得
て、
「
台

湾」

名訟
で
の
「
新
規
加
盟」
を
市
部し
た。

中
国の
・怠
を
受
け
た
韓
国
出
身
の
滞基
文
事
務

80 

官Mb圃家・こう・ぶんゅう
黄
文
雄

総
長に
よ
る
門
前
払い
や
嫌が
らせ
を
受
け
た

が、
「
加
即
巾
却
の
審
議
権は
総
会
に
あ
り
安

保理
事
務
局に
は
ない」
と
抗議、
改め
て
ソ

ロ
モ
ン、
ス
ワ
ジ
ラン
ド
ら
友
好一
七
カ
凪が

一
O
月一
四
日に
「
台
湾」
名
義に
よ
る
加
盟

申
請
を
行っ
た。
し
か
し
こ
れ
も
否
決
さ
れ、

安
保理
議
長
国で
あ
る
中
国の
王
光盟
国
連
大

使は
加
問
案の
否
決
を
求め
る
逆
提
案を
行っ

た。中
国が
安
保理
に
拒
否
権
を
持つ
以
上、
台

湾が
新
加
盟
国と
し
て
可
決
さ
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
無理
だ。
し
か
し
なが
ら
努
力
を
決
し
て

放
棄せ
ず、
何
年か
け
て
も
繰り
返す
の
は
当

然で
あ
ろ
う。

「正治j平成20年1月号



国
際
情勢を
分
析し
てい
る
と、
日
本の
対

外
的
存
在
感が
非常に
希薄に
なっ
てい
る
の

が
分か
る。
世
界
第二
の
経済
大
国で
あ
り
な

が
ら、
国
連
安
保理
の
常
任理
事
国に
な
れ
な

い
の
は、
外
交
能
力
の
脆
弱
さ、
特に、
英
語

力
の
貧
困き
が、
き
わ
め
て
深
刻
な
問題に
な

っ
てい
る
と
思
わ
れ
る。

ニ
ュ
ー
ズ
ウィ
ー
ク
国
際
版
編
集
長の
F・

ザ
カ
リ
ア
氏は、
な
ぜ
日
本が
常
任理
事
国に

な
れ
ない
の
か、
に
つ
い
て、
最
近の
講
演で

こ
ん
な
こ
と
を
言っ
てい
る。
「
日
本と
中
国

の
外
交
官
を
比べ
る
と、
特に
四
十五
歳以
下

で
は
大
き
な
違い
が
あ
る。
中
国の
外
交
官は

全
員が
英
語に
堪
能で
あ
り、
国
連で
ど
う
動

い
た
らい
い
の
か
を
熟
知
し
てい
る。
国
際
会

議
で、
国
際
社
会で
ど
う
立
ち
回
れ
ばい
い
の

か
知っ
てい
る
の
だ。
一
方、
日
本の
外
交
官

は

官僚的、
階
層
的で
あ
り、
静か
で
あ
る。

時に
は
英
語を
喋れ
ない
人
もい
る。
英
語は

外
交の
み
な
ら
ず、

世界
をつ
な
ぐ
道
具で
あ

り、
サ
イン
で
あ
る」。
私が
学
長
を
務
め
る

国際教義大
学は、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
英
語

時
代に
活
動
す
る
人
材を
養
成
す
る
た
め
の
大

学と
し
て
設
立
し・た
の
だ
が、
ザ
カ
リ
ア
氏の

発
言は
ま
さ
し
く
本
質をつ
い
た
批
判だ
と
言

え
よ
う。。
日
本の
外
交
官はエ
リ
ー
ト
官僚と

し
て、
園
内で
は
大
き
な
顔を
で
き
る
か
も
し

れない
が、
国
際
社
会で
はい
か
に
外
交
能
力

が
欠
如し
てい
る
か、
こ
れ
は
小
さ
なこ
と
で

は
ない。
中
国
問
題
を
み
て
も、
日
本の
官
僚

は
ど
うし
て
も

情緒的に
み
て
し
ま
う。
戦
略

カが
ない
の
で
あ
る。
靖
国問
題
を
ど
う
外
交

に
利
用
す
る
か、
台
湾
問題と
ど
う
対
処
す
る

の
か
とい
う
発
想が
で
き
ない
の
だ。

私は、
結
論的に
は
安
倍
さ
ん
の
掲
げ
た
価

値観外交を

再構築
すべ
き
だ
と
考えてい
る。

ア
メ
リカ
と
日
本は
同じ
価
値観を
持っ
て
お

り、
共産
党
独
裁の
中
国と
は
決
定
的
な
違い

が
あ
る。
そ
の
中
国は
中央ア
ジ
ア
を
視
野に

入
れ
た
上
海協

力機構な
ど
を
通
じ
て、
プ
ー

チン
大
統領のロ
シ
ア
と
再
接
近し
てい
る。

日
本は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係で
自
由と
民
主
主

義の

価値観に
も
と
づ
く
き
ちん
と
し
た
同盟

関孫をつ
くるこ
と
が

免法的に

重要なの
だ。

そ
うい
う
意
味で
は
当面の
新テロ
特措
法

の
問題に
は
明
確に
対
処
し
な
けれ
ば
な
ら
な

い。
反
テロ
の
問
題で
は
四
十カ
国が
協
力し

てい
る
の
に、
日
本が
「で
き
ない」
と
な
れ

ば
大
問題だ。
ア
メ
リ
カ
に
恩
を
売る
ぐ
らい

の
気
持
ち
で、
日
米
関
係を
揺る
ぎ
ない
もの

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない。

そ
の
か
わ
り、
ア
メ
リカ
が
不十
分な
点、

た
と
え
ば
台
湾
問題で
は、
日
本が
主
体的に

動
くべ
き
だ。
台
湾と
日
本は
歴
史
的に
もつ

なが
りが
深い。
そ
れ
を
台
湾も
評
価し
てい

る。
台
湾
を一
度も
統
治し
たこ
と
が
ない
中

国が一
方
的に
関
与
すべ
き
問題で
は
ない
の

だ。
従
来は
中
国が
台
湾
問題に
ぐ
ち
ば
し
を

入
れ
る
と、
一
九
九六
年
春の
台
湾
総統
選
挙

の
と
き
の
よ
うに、
ア
メ
リ
カ
が
断
固と
し
て

干
渉し
てい
た。
そ
の
ア
メ
リカ
の
姿勢が
揺

らい
だ
と
し
た
ら、
「台
湾
は
日
本に
任せ
て

ほ
しい」
とい
え
る
よ
うな
外
交を
日
本が
し

な
くて
はい
け
ない。
そ
う
な
れ
ば
ア
メ
リ
カ

も日
本を
本
当の
同盟
国と
し
て
高
く
評
価
す

る
だ
ろ
う。
中
国の
膨

張主義に
対
す
る
共
通

の
陣地に
なっ
て
くる
か
らで
ある。
そ
のこ

と
の
歴
史
的
意
味を、
日
本の
政
治
家
も
国
民

も
深
く
認
識
すべ
き
だ。
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の
不
満をこ
うし
た
大
規
模な

国家事
業の
中

で
吸
収し
てい
く
考え
で
あろ
う。
そ
の
た
め

に
は
日
本の
力が
必
要に
な
る
の
だ。

こ
の
時
期は、
同
時に
台
湾が
独立に
向
け

た
ア
イ
デン
ティ
ティ
ー
を
深め
る
時
期に
な

る
可
能
性
が
あ
る。
そ
う
な
れ
ば
中
国
は、

「
反
国
家
分
裂
法」
を
内
外に
宣
伝
し
て
い
る

以
上、
場
合に
よっ
て
は
台
湾
有
事が
あ
る
か

も
し
れ
ない。

北
京五

輪自体、
空
気の
汚
染や
環
境
悪
化

が
指摘さ
れ
てい
て
順
調に
開
催さ
れ
る
か
ど

うか
心
配
で
あ
る。
ま
た、
中
国が
大
量
虐殺

に
目をつ
ぶっ
て

石油利権に
こ
だ
わ
るス
l

ダン
の
ダル
フ
lル
問題
など
で
も
分か
る
よ

うに、
世
界
各
国で
中
国の
食
指が、
な
りふ

りか
ま
わ
ず
動い
てい
るこ
と
に
世界の
世論

の
反
発は
激
しい。
実
際、
ア
メ
リ
カ
と
反
比

例す
る
よ
うに
E
U
は
反
中
国の
姿
勢
を強
め

てい
る。
ま
だ
北
京五
輪が
安
全に
聞か
れ
る

と
は
限
ら
ない
の
だ。

四
対
中
国
「
位
負け
外
交」
か
ら

rh
脱
却
せ
よ

匹

こ
の
な
か
で
日
本は
ど
の
よ
う
な
外
交
政
策

を
取
る
べ
き
か。
果
た
し
て
「
国
連
中
心
主

義」
でい
い
の
か、
とい
う
問
題で
ある。
た

と
え
ば、

沖縄で
は
米
海
兵
隊が
グ
アム
に
撤

退
す
るこ
と
に
なっ
た。
日
本の
基
地
問題
を

沖縄の

宿命的
問
題
と
し
て
考え
る
と
確か
に

グ
アムへ
の
撤
退
はい
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ

ない。
ア
ジ
ア
の

軍事的
問
題、
台
湾
海
峡の

危
機
を
見
れ
ば、
ア
メ
リ
カ
の

軍事的プレ
ゼ

ン
ス
が
中
国
大
陸か
ら三
千キロ
も
離
れ
て
し
ま

っ
たこ
と
の
意
味は
大
きい。
日
本の
安
全
保

障観が
関わ
れ
る
事
態
な
の
に
危
機
感が
ま
る

で
ない。

ア
メ
リ
カ
で
は
対日
評
価が
ど
ん
ど
ん
低
下

し
てい
る。
逆に
「
中
国
寄
り」
に
なっ
て
き

てい
る
の
だ。
そ
の
原
因は、
日
本の
外
交
的

主
体
性の
欠
知に
ある
と
言っ
て
もい
い。
特

に
中
国に
対し
て
は、
一
九七二
年の
日
中
国

交
回
復
以
来
の、
「
願
罪
外
交」
「
位
負
け
外

交」
か
ら脱
却し
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
中
国

の
「
言
う
ま
ま」
に
なっ
てい
る
日
本を
アメ

リ
カ
を
始め
と
す
る
諸
外
国が
尊
敬
す
る
わ
け

が
ない
の
だD

特に
最
近の
歴
史
認

識問題に
対
す
る
ア
メ

リ
カ
の
変
化に
は
注
意が
必
要
だ。
五
月に
米

ス
タン
フォ
ー
ド
大
学を
訪
問し
た
際、
有
名

な
反
共産
主
義の
研
究
所で
ある
「フ
lパ
1

研
究
所」
に、
「ザ・
レ
イプ・
オ
プ・
南
京」

の
著
者で
ある
ア
イ
リス・
チャ
ン
の
銅像が

あ
り、
驚い
たこ
と
が
あっ
た。
日
本
外
交が

も
た
も
た
し
てい
る
聞に、
ア
メ
リ
カ
で
チャ

イ
ナロ
ビ
ーが、
こ
こ
ま
で
席巻し
てい
る。

南
京
問題で
の
反日
宣伝が
大
学の
中に
ま
で

広がっ
てい
る
の
で
あ
る。
こ
れ
は
簡
単に
排

除で
き
ない、

非常に
深
刻
な
問題だ。

靖

国問題で
言え
ば、

安倍さん
に
は
ひ
と

こ
と
注
文
をつ
けたい。
ど
うせ
政
権を
な
げ

だ
すの
な
ら、
最
後に

婿国参拝を
し
て
も
ら

い
た
かっ
た。
そ
れ
は
後継
政
権へ
の
「大き

な
遺
産」
に
な
る
は
ずだっ
た
か
らで
ある。

安
倍さん
は
お
そ
ら
く、
い
ず
れ
靖
国に
は
参

拝
す
るつ
も
り
だっ
た
と
思
うが、
凍
結し
て

い
る
聞に
あ
あい
う
事
態
に
なっ
て
し
まっ

た。
「
靖
国
問
題」
は
日
本
国
内
の
問
題
で
あ

る
と
同
時に、
「
外
交
的
資
産比
な
の
で
あ
る。

そ
れ
を
「カ
1
ド」
と
し
て
戦
略
的に
使
う
能

力が
日
本
外交に
は
まっ
た
く
欠
如し
てい
る

の
だ。
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安
倍
さ
ん
は、
「サ
ミ
ッ
ト
で
中
国
は
オ
ブ
ザ

ーバ
ー
で
あ
る。
正
式メ
ンバ
ー
の
日
本に
対

し、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
の
首
脳
会
談で
文

句
をつ
け
る
と
は
何
事か」
と
そ
の
抗
議
を
黙

殺
し
た
の
で
あ
る。
そ
うし
た
ら
中
国が
折
れ

て
き
て
首
脳会
談に
応
じ、
会
談で
は
李
登
輝

来
日
問
題に
は
まっ
た
くふ
れ
な
かっ
た
とい

う。
こ
れは
私が
安
倍さん
自
身か
ら
直接
報

告
を
受け
たこ
と
だ
か
ら
間
違い
ない。
こ
う

し
て
「
李
登
輝
来
日」
問
題が
正
常
化さ
れた

の
で
あっ
た。

一
方で
は
安
倍さ
ん
は
総
理
就
任
早々
、
ノ

ン・
チャ
イ
ナ・
ス
ク
ール
の
ラ
イン
の
ア
ド

バ
イス
で
中
国
を
訪
問し、
戦
略
的
互
恵
関
係

の
構築を
提
唱
し
た。
一
部で
安
倍さん
は、

「
靖
国
問
題
で
取
引
し
て、
中
国に
妥
協
し
た

の
で
は
ない
か」
とい
う
見
方が
あっ
た
が、

そ
れ
は
違
う
だ
ろ
う。
従
来
の
日
本
の
首
相

は、
訪
中の
際、
レ
セ
プ
ショ
ン
のス
ピ
ー
チ

さ
え
も
外務
省の
チャ
イ
ナ・
ス
ク
ール
が
検

閲し、
中
国
側に
見せ
てい
た。
ま
さ
に
屈
辱

的
な
事実で
あ
る。
安
倍さ
ん
は
そん
なこ
と

を
せ
ず、
ま
さ
に
健
全
な
姿勢だっ
た
と
思
う。

そ
れ
だ
けに、
中
国
問
題に
関し
て
も、
安

倍内
閣の
倒
壊は
残
念な
出
来事で
あっ
た。

安
倍
さ
ん
が
掲
げ
た
「
戦
後
体
制
か
ら
の
脱

却」
に
つ
い
て
の
戦
略
的

座標軸が
崩れ
たこ

と
と
並ん
で、
国
民
は
そ
の
意
味を
再
考し
て

い
か
ね
ば
な
ら
ない。

米中が
こ
うい
う
状
況

に
な
る
中で、
果た
し
て
日
本の
外
交
的
視
野

が
ど
こ
に
あ
る
か、
「
安
倍
外
交」
が
残
し
た

遺
産
を
再
評
価
すべ
き
だ。

台
湾で
は
来
年三
月に
総統
選
挙が
あ
る。

陳
水
扇
政
権は
今、
台
湾の
名称で
国
連
加
盟

を
行うこ
と
に
関し
て、
国
民
投
票
を
提
案し

てい
る。
こ
れ
が
ど
うい
う
結
果に
な
る
か
は

大
き
な
問
題
だ。
台
湾に
は二
千三
百
万
人
の

成
熟し
た
市
民が
住み、

世界
中
位
以
上
の
経

済
力
を
持つ
成
熟
し
た
国
家
で
あ
るロ
そ，れ

が、
一
九七一
年の
アルパ
ニ
ア
決
議に
よっ

て、
国
連
脱
退
を
よ
ぎ
な
くさ
れ、
国
際
政
治

上
は
まっ
た
くの
空
白に
なっ
て
し
まっ
た。

こ
の
グロ
ーバ
ル
化の
時
代に二
千三
百
万
人

の
立
派
な
国が
国
際
社
会の一
員と
し
て
正
式

に
は
認
め
ら
れ
てい
ない
の
で
ある。

台
湾は
最
も
親
目
的
な
国で
ある。
何
回、
世

論
調査
し
て
も
そ
う
し
た
結
果が
で
てい
る。

李
登
輝さん
を
は
じ
め、
国
民が
日
本を
リス

－， 

ペ
ク
ト
し
て
く
れ
る。
そ
れに
もか
か
わ
ら
ず、

政
治
的、
外
交
的に
空
白
状
況に
お
か
れ
てい

る
の
だ。
そ
れ
をい
か
に
回
復するか
は
日
本

の
歴
史
的
役
割、
外
交
的
使
命だ
と
思
う。

そ
うし
た
中で二
O
O八
年三
月に
台
湾の

総
統
選
は
行
わ
れ
る。
選
挙
の
結
果
次
第
で

は、
台
湾の
ア
イ
デン
ティ
ティ
ー
が一
層
強

化さ
れ
る
事
態に
も
な
ろ
うが、
台
湾に
とっ

て
は］
「
北
京五
輪
の
直
前」
は、
政
治
的
に

思い
切っ
たこ
と
が
で
き
る
時
期で
も
ある。

そ
の
前の二
月に
は
立
法
院
選
挙
も
あ
り、
台

湾
は
政
治
の
季
節
を
迎
え
る。
一
連
の
選
挙

は、
台
湾
の
み
な
ら
ず、
ア
ジ
ア、
ア
メ
リ

カ、
日
本に
非
常に
大き
な
影
響を
あた
え
る

の
は
間
違い
ない。
歴
史
的
な
意
味を
持つ
選

挙だ
といっ
て
も
過
言で
は
ない
だ
ろ
う。
こ

のこ
と
を
日
本の
政
治
家
や
国
民
は
どこ
まで

認
識し
てい
る
か、
強
く
注
意
を
喚起
し
たい。

一
方、
中
国で
は二
O
O八
年の
北
京五
輪

か
ら、
二
O一
O
年の
上
海
万
博に
か
けて、

国
家
的
な
大プロ
ジェ
ク
トが

目白押し
に
な

っ
てい
る。
O
九
年の三
峡
ダム
完
成、
上
海

！
重
慶
聞のス
ーパ
ーハ
イウェ
イ建
設
も
そ

う
だ。
共産
党
政
権は、
圏
内の
混
迷
や
国
民
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うい
う
姿
勢を
取
るべ
き
か」
が
重要
な
の
だ

が、
こ
の
問
題に
入
る
前に、
東ア
ジ
ア
のみ

な
ら
ず、
ア
メ
リ
カ
に
とっ
て
も
重
要、
かっ

緊
急
の
テ
lマ
で
あ
る
「
台
湾
問
題」
につ
い

て
考
え
てみ
たい。

安
倍
前
首
相
は
中
国
の

は
ね
つ
け
た

「
横
車
」

を

今
年五
月、
台
湾
の
前
総
統
で
あ
る
李
登
輝

さ
ん
が、
約二
迎
聞に
わ
たっ
て
川
本
を
訪
問

さ
れ
た。
「
奥
の
細
道」
を
た
ど
る
旅
や
制
国

神
社
訪
問、
講
演
や
記
者
会
見
な
ど、
こ
れ
ま

で
に
は
な
か
な
か
で
き
な
かっ
た
こ
と
が
実
現

し、
李
登
榔
さ
ん
自
身
も、
大
変、
満
足
さ
れ

て
川仰
臥さ
れ
た。
し
か
し、
考
え
て
み
れ
ばこ

ん
なこ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る。

台湾

の一
市
民で
あ
る
李
登
怖
さ
ん
が、
「
東
京へ

米
て
は
い
け
ない」
「
諦
泌
を
し
て
は
い
け
な

い」
な
ん
てこ
と
を、
日
本
政
府・
外
務省が

強
要
し
てい
い
は
ずは
ない
の
だ。

日
本は、
「
一言
論の
自
由」
「
民
主
主
義」
の

固で
あ
る。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず、
中
国の

つ円い
な
り
に
なって
李
登
姉
さ
ん
の
行
動
を
外

交
的に
制
約
す
るこ
と
自
体が
大き
な
誤
り
で

あ
る。
多
く
の
政
治
家
や
財
界
人
が
そ
のこ
と

に
十
分
気づ
い
てい
な
かっ
た。

し
か
し、
小
泉
純一
郎
政
椛
で
安
倍
晋三
さ

ん
が
官
房
長
官に
な
り、
昨
年
あた
りか
ら
状

況は
か
な
り
変
わっ
た。
台
湾
問題へ
の
対
処

が
変
わっ
て
き
た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
安
倍

さ
ん
が
首
相と
な
り、
麻生
外
相に
なっ
て
か

ら
は、
従
来
の
政
策と
は
大き
く
変
化
す
る
土

台が
出
来て
き
た。
た
ま
た
ま
外
務
省の
中で

は
谷
内
事
務
次
宵や
佐々
江ア
ジ
ア・
大
洋
州

局
長、
軟
禁
・中
国
謀
長
といった
「
非
チャ
イ

ナ・
ス
ク
ール」
の
ラ
イン
が
出
来てい
た。

そ
れ
を
考
え
る
と、
今
回の
「
李
登
師
来
円」

の
タ
イミ
ン
グ
は、
非
常に
よ
かっ
た
と
い
え

よ、っ。そ
の
後、
首
相に
なっ
た
制
凹
さ
ん
と
は、

む
房
長
官時
代に
何
回か
「
李
登
姉
来
n」
問

姐
で
協議
を
し
たこ
と
が
あ
る。
し
か
し、
福

田
さ
ん
の
態
度は、
言
わ
ば
「確
信
犯
的」
に

硬かっ
た。
そ
れ
ほ
ど、
台
湾と
巾
固と
の
問

の
問
題に
は
確
固
た
る
意
見
を
持
た
れ
てい
る

人
で
あ
る。
も
し
稲
田
内
閣
で
あっ
た
な
ら、

李
登
姉
さ
ん
は
こ
れ
ほ
ど
白
山に
は
行
動
で
き
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国生み
神
話の

淡
路
島

夢みる
大
地が

ここに
ある。

なかっ
た
か
も
し
れ
ない。

そ
れ
を
考
え
る
と、
やは
り
安
倍さ
ん
の
存

在が
大
き
かっ
た。
今
回の
来
日に
凶し
て、

中
国が
黙っ
てい
た
か
とい
え
ば、
そ
う
で
は

ない。
は
じ
め
の
う
ちは
ク
レ
ー
ム
をつ
け
て

き
た。
日
本
の
多
く
のマ
ス
コ
ミ
も、
「哨
国

参拝
な
ど
を
認
め
れ
ば、
中
闘の
反
発は
必
至

だ」
と
同
調
し
てい
た
の
で
あ
る。

し
か
し、
安
倍
さ
ん
自
身の
姿
勢は一
貫
し

てい
た。
李
登
姉
来
日
後に
ド
イツ
で
行わ
れ

た
サ
ミッ
ト
で、

中国
側が
李
登
姉
来
日に
梨

識
を
唱え、
胡
錦
治主
席
と
の
首
脳
会
談に
応

じ
ない、
と
掃さぶ
り
を
か
けて
き
た。
だが



主
義に
こ
の
と
こ
ろ
中
国は
と
ら
わ
れ
始め
て

い
る。
胡
錦
鴻の
世界
戦
略
は、
将
来、
ア
メ

リカ
を
も
凌駕
す
る
覇
権
国に
な
るこ
と
に
他

な
ら
ない。
そ
し
て、
中
国
民
族に
課せ
ら
れ

た
歴
史
的
な
屈辱を
今こ
そ
晴
ら
す、
とい
う

思い
を
秘め
てい
る
よ
うに
も
見
え
る。

こ
うし
た
野
望
は、
胡
錦
鴻
体
制に
なっ
て

か
ら
強
く
出
始め
た
の
だ。
江
沢
民
は、
反
目

的
な
姿勢で
日
本で
の
評
判は
悪かっ
た
が、

そ
れ
ほ
ど
の
野
望
は
持っ
てい
な
かっ
た。
胡

錦
滞
は一
見、
ス
マ
ー
ト
な
外
交
体
質を
もっ

てい
る
よ
うに
見
え
る
が、
そこ
に
隠さ
れ
た

中
国の
膨
張主
義を
見
抜い
てい
くこ
と
が
大

事だ。
膨

張主義に
後押し
さ
れ
た
中
国の
存

在そ
の
も
の
が
脅威に
なっ
てい
るこ
と
を
改

め
て
認
識
す
る
必
要が
あ
る。

－川一

中
国
を
「
ス
テ
l
ク
ホ
ル
ダ
ー
」

J刈
と
雷
い
始
め
た
ア
メ
リ
カ

そ
の
中
国に
対し
て、
最
近、
宥
和的
な
姿

勢
を
取っ
てい
る
プッ
シュ
政
権は、
第一
期

の
時
代に
は、
中
国に
対し
て
か
な
り強
硬
な

姿
勢
を
示
し
てい
た。
明
ら
か
に

「中国脅威

論」
の
立
場に
立っ
てい
た
の
で
あ
る。
宥
和

政
策の
急
先
鋒と
もい
え
る
ラ
イス
国
務
長
官

自
身
も、
以
前は
明
らか
に
中
国に

警戒的
な

姿
勢
だっ
た。
そ
れ
は
国
務
長
官に
就
任
す
る

前の
国
家安
全
保
障
担
当
補
佐
官の
と
きに
外

交
雑
誌
「フ
ォ
l
リ
ン・
ア
フェ
ア
1
ズ」

（二
O
O
O
年
十一
月）
に
書い
た
論
文
を
み

れ
ば
よ
く
分か
る。

だ
が
ア
メ
リカ
は、
や
が
て
イ
ラ
ク
戦争の

泥沼に
足
を
引っ
張ら
れ
る
よ
うに
な
り、
政

権内で
も
中
国に
対
す
る
姿
勢に
変
化が
見
ら

れ
る
よ
うに
な
る。
特に、
第二
期
政
権に
な

る
と、
反
テロ
政
策の一
環と
し
て、
対
中
国

宥和の
姿
勢が
目
立つ
よ
うに
なっ
た。
そ
れ

は、
中
国
を
「ス
テ
1
ク
ホ
ル
ダ
ー」
（
利
害

共
有
者）
と
し
て
見るべ
き
だ
とい
う
最
近の

論
調に
あ
ら
わ
れ
てい
る。
そ
し
て、
チベ
ッ

ト
や
ウ
イ
グ
ル
へ
の
抑
圧
に
つ
い
て
も、
「
反

テロ
リズ
ム」
の一
環と
し
て
黙
認し
て
し
ま

っ
た
の
で
ある。

こ
の
ア
メ
リカ
の
対
中
政
策の
変
化を
ど
う

考え
るべ
きか。
よ
く
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

ない。
そ
うし
た
兆
し
は
昨
年
後
半か
ら
顕著

に
見
ら
れ
た。
北
朝鮮
問
題で
も
今
年一
月の

米
朝ベ
ル
リン
会
談
あ
た
りか
ら、
米
中の
和

解姿勢が
目立っ
て
き
た。
そ
し
て

北朝鮮の

核
問題
を
め
ぐる
六
か

国協議で
は、
日
本の

控

致問題を
棚上
げに
し
て、
北
朝鮮そ
の
も

の
を
認
知
す
る
よ
う
な
姿
勢
が
目
立
ち
始
め

た。
当
初は、
「
核そ
の
も
の
を
放
棄さ
せ
る」

と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
が
「
核
の
無
能
力

化」
に
変
わっ
て
き
た
の
で
あ
る。
こ
れ
は
ア

メ
リカ
の
明
らか
な
姿
勢
の
転換で
ある。

も
ち
ろん、

姿勢の
転換に
はい
ろい
ろ
な

原
因が
あっ
た。
昨年
秋の
中
間選
挙で、
プ

ッ
シュ
政
権が
大
敗
北し
たこ
と
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あろ
う。
ア
メ
リカ
圏
内の
株
安、
景
気

後退
も、
中
国
市
場と
の
関
連で
結
果
的に
宥

和
政
策
を
と
る
きっ
か
け
と
怠っ
た。
「レ
1

ム
ダッ
ク」

状態に
陥っ
た
プッ
シュ
政
権の

ある
種の
あが
きか
も
し
れ
ない。
い
ず
れに

せ
よ
北

朝鮮問題で
の
ア
メ
リカ
の
譲
歩と
も

い
え
る
姿
勢の
背
景に
は、
中
国と
の
妥協が

あっ
た
の
で
ある。

し
か
し、
ア
メ
リカ
の
転換は、
日
本に
と

っ
て
は、
日
本の
外交
姿
勢、
特に
対
中
外交

に
おい
て
明
らか
な
矛
盾を
引き
起こ
すこ
と

に
な
る。
そ
こ
で、
「日
本が
ア
メ
リ
カ
に
ど
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い。
中
国が

環境危機を
喧
伝
し
た
り、
対
策

を
練ろ
うと
し・て
も、
肝
心
の
共
産
党が
人
権

抑
圧を
し
てい
る
の
だ
か
ら、
環
境へ
の
配慮

は
当
然
なが
らで
き
ない。
す
で
に
触
れ
た
よ

うに
中
国は、
地
球
温
暖
化の
最
大の
元
凶で

あ
り、
日
本
近
海で
異
常な
気
象
生
物
現象が

で
で
き
てい
る
の
も、
中
国が
最
大の
要
因な

の
で
あ
る。

こ
うし
た
中で
中
国
社
会
は
非常な
混
迷
状

況に
陥っ
てい
る。
貧
富の
差は
日
本の
格差

社
会
ど
こ
ろ
で
は
な
い。
社
会
学
的
に
み
る

と、
日
本の
貧
富の
差
は一
対
四、
中
間層が

増
え
てい
る
台
湾で
は一
対六。
しか
し
中
国

は一
対
百と
言っ
て
もい
い
ぐ
らい
貧
富の
差

が
激
しい。
そ
う
し
た
中で、
賄
賂
や
汚
職が

蔓
延
り、
共産

党幹部は、
ま
さ
に
腐
敗
そ
の

も
の
の
原
点に
なっ
てい
る。
そ
れ
が
原
因で

農
民
暴
動が
各
地で
起こっ
てい
る
の
だ。

胡
錦
滞が

「科学的
発
展観」
を
謡い、
農

村
問
題
を
あ
れ
ほ
ど
重
視
す
る
姿
勢を
示
し
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
の
矢
先に、
あ
ちこ

ち
で
地
方
官
僚の
腐
敗
や
汚
職に
対
す
る
不
満

と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
農
民
暴
動が
起
き
てい

る
事実は
無
視で
き
ない。

食
品
の
危
険
性
の
問
題
で
あ
る。
そ
の
影
響

は、
中
国の
園
内に
収ま
ら
ない、
全
世界に

影
響を
与
え
る
深
刻
な
問題だ。
こ
うし
た
中

国の
存
在そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
脅威と
中
国

の
実
像を
リ
アル
に
捉
え
るこ
と
が
重
要
だ。

世
界

濯の
野
望
を
隠さ
ない
中
国

中
国は
こ
れ
ほ
ど
の
園
内
問題
を
抱
え、
国

づ
く
りに
失
敗
し
てい
る
に
もか
か
わ
ら
ず、

社
会
問題
を
隠
蔽
す
る
た
め
に、
き
わ
め
て
強

固
な
ナショ
ナ
リ
ズ
ム、
膨
張主
義
を
強
め、

世
界
覇
権を
狙お
うと
し
てい
る。
こ
の
世
界

覇
権とい
うの
は、
ま
さ
に

中華帝国の
「
歴

史
的
衝
動」
と
言え
る。

ま
ず、
領土
問題で
言
え
ば、
最
近
は
商シ

ナ
海の
南
沙
群
島に
ま
で
手
を
出し、
拡
張す

る
姿
勢を
憎
ら
ない。
も
ち
ろ
ん、
尖
閣
諸
島

を
含む
東シ
ナ
海
など
中
国
の
近
海に
おい
て

は
言
う
ま
で
も
ない。
中
国は一
九
九二
年に

領
海
法
を
制
定
し
て
以
来、

尖閣を
中
国の
領

土
と
す
るこ
と
をA
園
内
問題と
し
て
線を
引

い
て
し
まっ
た。

こ
の
問題で
は、
郵
小
平が
来日
し
た一
九

七
八
年に、
「（
尖
閣
の
問
題
は、）
次
の
次
の

世
代に
任せ
た
らい
い」
など
と、
聞こ
え
の

い
い
こ
といっ
た
も
の
だ
か
ら、
日
本
側は
あ

えて
抗議し
なかっ
た。
し
か
し、
そ
の
郵
小

平が
実
権を
握っ
てい
た一
九
九二
年に
中国

は、
全
人
代の
常
務
委
員会で
「
園
内
法」
と

し
て
決
め
て
し
まっ
た
の
で
ある。
こ
の
と
き

に
日
本の
外務
省は、
き
ちん
と
し
た
声
明を

発
表し、

抗議
すべ
き
だっ
た
思
うが、
彼
ら

は
「日
中友
好」
ば
か
りに
配
慮し
て、
黙
認

し
て
し
まっ
た。
つ
ま
り、
日
本
側はこ
の
間

題で
中
国に
対し、
正
式に
抗
議し
てい
ない

の
で
ある。
こ
れ
は、
中
国の
行
為を
日
本が

外
交
的に
認め
て
し
まっ
たこ
と
に
等しい、

そ
う
中
国に
受け
取
ら
れ
で
も
仕
方が
ない
の

だ。
こ
こ
に
日
本
政
府・
外
務
省
に
お
け
る

「チャ
イ
ナス
ク
ール」
の
問
題
点が
ある。

も
ちろん、
中
国の
膨
張主
義、
覇
権主
義

そ
れ
自体が
問題で
ある。
領土
的な
野
心
の

み
な
ら
ず、
「二
十一
世紀は
中
国の
世
紀だ。

最も
偉
大
な
民
族で
ある」
と
で
も
言い
たい

よ
う
な
権
威
主
義、
名
誉
欲、
そ
し
て
大
中華
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中で、
そ
の
本
質を
。
諮
蔽
色のレ
ン
ズH
で

見
て
し
まっ
てい
る
の
で
は
ない
か。
そ
こ
に

も
注
意
すべ
き
問
題
が
あ
る。

さ
らに
は、
中
国の
キャパ
シ
ティ
l、
特

に
人
口
問
題が
あ
る。
面
積の
方
は
回定
さ
れ

てい
る
が、
人
口
の
方
は
あっ
とい
う
聞に
十

三
億
人
に
なっ
た。
多
く
の
人
口
学
者
は、

「
中
国
は
今
後、
老
齢
化
し、
も
う
人
口
は
刑

え
ない」
と
し
てい
る
が、
中
国の
人
口
問
題

ほ
ど
あ
て
に
な
ら
ない
も
の
は
ない。

今年
は

ちょ
う
ど、
日
中
国
交
回
復三
十五
年に
あた

る
が、
当
時
（一
九
七
二
年）、
中
凶
の
人
n

は
八
億
人
とい
わ
れ
てい
た。
そ
の
前
の
文
化

大
革命の
と
き
は
七
億人
で
あ
る。
そ
の
後、

国
家
主
附に
なっ
た
務
困
飾
は、
か一
人っ
子

政
策H
に
よっ
て、
「
今
世
紀
末
に
は
中
国
の

人
口
は
減っ
てい
る
だ
ろ
う」
と
述べ
た
が、

実
際に
は、
十三
億人
に
増
え
てい
る
の
で
あ

る。
こ
れ
は、
一
人っ
子
政
策が
社会
のシ
ス

テム
と
し
て
口
徹し
てい
ない、
さ
ま
ざ
ま
な

例
外が
設
け
ら
れ
てい
る
こ
と
や
社
会
保障の

問
題
な
ど
で、
一
人っ
子
政
策が
口
徹し
に
く

い、
とい
うこ
と
を
示
し
てい
る。

技々
は
今
後、
中
国の
人
U
が
少
な
く
と
も

「
十
五
億
人」
に
な
る
と
い
う
視
点
を
もっ
て

お
か
ない
とい
け
ない
だ
ろ
う。
米
国の
未
来

学者レ
ス
タ
1・
ブ
ラ
ウン
が
かつ
て
指摘
し

た
よ
うに、
い
ま
の
と
こ
ろ（
中
国の
人
口
問
題

は）

食組
問題に
は
なっ
てい
ない
が、
い
ず

れ
「
すべ
て
の
輸
出
食
粗を
中
国人
が
食べ
て

し
ま
う」
とい
う
時
期が
く
る
か
も
し
れ
ない。

こ
れ
は
ま
さに
大
変
な
特
戚で
あ
る。
こ
うい

う
状
況が
あ
れ
ば
と
そ、
中
国
社会の
実
態を

我々
は
深
く
と
ら
え
ない
とい
け
ない
の
だ。

人
権
抑
圧、
民
主
化へ
の
厳しい
姿
勢も
依

然と
し
て
続い
てい
る。
今
回、
共
産
党
大会

で
胡
錦
消
主
席
は、
「
科
学
的
発
展
観」
とい

う
新
しい
政
策
目
標
を
掲げた。
そ
れ
自体は

良い
こ
と
だ
が、
そ
れ
を
此
徹す
る
た
め
に
は

す
く
な
くと
も
民
主
化、
政
治改
革へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要で
あ
る。
だ
が
実
際に
は、
ま

っ
た
くゼロ
だ。

チベ
ッ
ト、
ウ
イ
グル
な
ど、
少
数
民
族へ

の
抑
圧は
む
し
ろ
激
し
く
なっ
てい
る。
法
輪

功
の
よ
うに
体
制か
ら
はみ
出し
た
者へ
の
抑

圧
も
同
様
だ。
かつ
て
の
天
安
門事
件の
よ
う

な民
主
化
を
求め
る
動
き
に
対し
て
も、
いっ

そ
う
厳しい
抑圧
を
し
てい
る。
私は、
こ
う

い
う
人
権抑
圧
を
す
る
側に、
環
境
問題
の
解

決
は
決
し
て
で
き
ない
と
考
え
てい
る。
そ
れ

ほ
ど
人
椛
問
題
と
環
境
問
題
は
相
関
性
が
高
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カ
に
とっ
て
も
同様だ。
日
本が
中
国に
対し

て、
はっ
き
りと
し
た
姿
勢を
示
し、
ア
メ
リ

カ
に
も
そ
れ
を
ぶ
つ
げて
行
く
中で、
ア
メ
リ

カ
の
対
日
尊
重の
姿
勢が
生
ま
れ
る
の
だ。
ぞ

れ
な
の
に
与
野
党の
リ
ー
ダ
ー
が
と
もに、
そ

れ
を
最
初か
ら
投
げ
出し
て
し
まっ
てい
る。

そ
れこ
そ
が
日
本
外
交、
あるい
は
日
本
政
治

そ
の
も
の
の
あ
り
方が
今、
関わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ない
点
な
の
だ。

「
中
国
の
脅
威
」

の
本
質
を
見
極
め
よ

こ
う
し
た
日
本の
政
治
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で、
ア
メ
リ
カ
な
ど
国

際社会に
お
け
る
中
国

脅
威
論の
変
化に
つ
い
て
考え
て
み
たい。

こ
こ
二、
三
年、
「
中
国
は
脅
威
か
？」

とい
う
課
題が、
日
本で
も

世界的に
も
大
き

な
テ
lマ
に
なっ
てい
る
が、
こ
の
と
こ
ろ、

ア
メ
リカ
で
は、

対中姿
勢の
宥
和
化
が
顕著

に
なっ
て
き
て
い
る。
中
国
の
存
在
を
「
脅

威」
と
見る
よ
り
も、
「
戦
略
的パ
ー
ト
ナ
ー」

と
すべ
き
で
は
ない
か、
とい
う
論
調が
か
な

り
支
配
的に
なっ
てい
る
の
だ。

し
か
し、
そ
れ
は
果
た
し
て、
中
国の
脅威

の
本
質に
迫っ
た
見
方
な
の
か、
大い
に
疑
問

が
残
る。

第一
に、
私は
今日
の
中
国の
有り
様、
中

国の
存
在そ
の
も
の
が
脅威
だ
とい
う
認
識を

持た
ない
とい
け
ない、
と
考え
てい
る。
た

と
え
ば、
人
類の
危
機と
も
言え
る
地
球
温
暖

化の
最大の
原
因が、
中
国の
乱
開
発
や
環
境

破
壊に
あ
る
の
は
明白
だ。
こ
れ
だ
け
を
見て

も、
中
国の
存
在そ
の
も
の
が
脅戚で
あ
るこ

と
は
明
ら
か
で
あ
り、
そ
の
こ
と
を
無
視
し

て、
中
国を
語る
わ
けに
はい
け
ない。
中
国

の
有り
様そ
の
も
の
が
日
本
や
世界に
とっ
て

大
き
な
脅威
だ
とい
う
認
識を
共
有
す
るこ
と

が
ま
ず
大
切
な
の
だ。

ま
さ
に
今の
中
国は一
種の、
チャ
イニ
ー

ズ・
エ
ンパ
イ
ア

「中華帝
国」
と
し
て
の
歴

史
的
体
質を
再
現しつ
つ
あ
る。
ひ
と
つ
に
は

中
国の

軍事的
肥
大
化が
挙
げ
ら
れ
る。
中
国

を
攻め
よ
うとい
う
固など、
ひ
と
つ
も
ない

に
もか
か
わ
ら
ず、
な
ぜ、
国
防
予
算は
過
去

二
十
年
近
く
も

対前年
比
m
iM
%
以
上
も
の

高い
伸
び
を
示
し
てい
る
の
か。
国
防
予
算

は、
毎年
春に
聞か
れ
る
全
国
人
民
代
表
大
会

で、
数
字が
出て
く
る
が、
「
実
質
的
に
は
そ

の三
倍の

軍事費
を
使っ
てい
る」
と
私は
指

摘し
て
き
た。

そ
れ
を
裏
付げ
る
よ
うに
昨年、
米

国防総

省は、
（
中
国の
発
表
の
約三
倍に
あ
た
る）

九
百
億J
（
約
十
兆
円）
とい
う
数
字を
弾い

てい
る。
中
国の
軍事
費は、
そ
の
後も
増
大

し
てい
る
の
で、
今は、
一

千億ドル
以
上に
達

し
てい
る
と
見てい
い
だ
ろ
う。
こ
うし
た
現

実
を
忘
れ
て
は
な
ら
ない。
最近、
核
問
題で

は
北
朝
鮮のこ
と
ば
か
りが、
注
目さ
れ
てい

るが、
中

国自体が
核大
国で
あるこ
と
に
つ

い
て
は、
日
本人は
ほ
と
ん
ど
そ
の
認
識を
持

っ
てい
ない。
こ
れ
だ
げ
考え
た
だ
けで
も、

中
国は
大
き
な
脅威で
ある。

そ
れに
加えて、
中
国で
は
共
産
党の
独
裁

体
制
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る。
こ
こ
で

も、

北朝鮮の
独
裁
体
制ば
か
りが
目立っ
て

い
るが、
そ
の
規
模とい
い、
影
響
力とい
い

中
国の
方が
は
る
か
に
大
きい
の
で
ある。
中

国は、
社
会
主
義、
共
産
主
義を
捨て
てい
な

い。
「アジ
ア
に
は
ま
だ
冷戦が
残っ
てい
る」

と
思わ
ざ
る
を
得ない
よ
うな
独
裁
体
制が
続

い
てい
る
の
だ。
中
国の
市場
経
済
化が
進む
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がい
ま
だ
に
残っ
てい
る。

依然と
し
て、
日

本は
国
速に
とっ
て
「
敵」
な
の
だ。
こ
う
し

た
敵
国
条
項
を
撤
廃
す
る
努
力もせ
ず、
国
連

に
すべ
て
を
依
存
する
な
ら
ば、
そ
れ
は、
日

本の
国
家と
し
て
問
題
の
本
質を
回
避し
た
外

交
政
策
と
な
ら
ざ
る
を
え
ない
し、
「
国
連
の

承
認さ
え
あ
れ
ば
何で
も
で
き
る」
とい
うの

も、
大
き
な
間違い
で
あ
る。

国
速に
関し
て、
日
本の
立
場が
明
確に
な

っ
た
出
来事が
あっ
た。
一
昨
年、
日
本が
国

連
安
保
理
の
常
任
理
事
国入
り
を
目
指し
た
と

き、
拒
否
権を
持つ
常
任理
事
国の
五
大
国の

中
嶋
嶺
雄
氏
昭
和
U
（
1
9
3
6）
年、

長
野
県
出
身。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
科
卒
業

後、

東京
大
学
大
学
院
国
際
関
係
論
課
程修
了。

社
会
学
博
士。
東
外
大
教
授
を
経
て
平
成
7
年
か

ら
m
年
ま
で
同
大
学
長。
時
年
か
ら

国際教義
大

学
理
事
長
兼
学
長、
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学交
流機

構
（
U
M
A
P）
国
際
事
務総
長、

中央教
育
審

議
会
委
員
な
ど
を
務
め、
現
在、
教
育
再
生
会
議

有
識
者
委
員。
評
論
集
『
北
京
烈
烈』
で
サ
ン
ト

リ
ー
学
芸
賞
受
賞。
四
年
第
初
回
「
正
論大
賞」

受
賞。
著
書
は
『
現
代
中
国
論』
『
中
ソ
対
立
と

現岱
『
幻
世紀
の
大
学』
な
ど
多
数
あ
る。

承
認
を
得ら
れ
ず、
中で
も
中
国は、
も
の
凄

く
反
発し
た。
ア
メ
リカ
も
日
本の
同盟
国で

あ
り
な
が
ら、
中
国の
反
対
を
押し
切っ
て
ま

で
日
本を
支
援
す
る
とい
うこ
と
は
な
かっ
た

し、
そこ
ま
で
勝
み
出さ
なかっ
た。

こ
の
事
実は、
国
連
中心
主
義に
とっ
て
大

き
な
問
題で
あ
る。
国
連の
分担
金で
は、
日

本は
若
干
減っ
た
と
はい
え、
ア
メ
リカ
に
つ

い
で
二
位で
ある。
常
任理
事
国の
英
仏
露
中

を
合わ
せ
た
よ
り
も
多い
負担
を
し
てい
る。

そ
れ
ぐ
らい
の
経
済
的
負
担
を
し
なが
ら
も、

常
任理
事
国に
な
れ
ない
とい
うの
が
大
問
題

な
の
で
あ
る。．

そ
うし
た
事
態の
打
開こ
そ
が、
日
本
外
交

の
大
き
な
課
題で
あ
る
の
だ
が、
日
本
政
府、

外
務
省が、
敵
国
条
項の
撤
廃など
に

積極的

に
動い
た
形
跡は
ほ
と
ん
ど
ない。
た
だ、
手

をこ
ま
ねい
てい
る
だ
け
で、

具体的
な
展
望

を
持て
てい
ない
の
だ。
こ
うい
う
状
況に
も

か
か
わ
ら
ず、
国
連
中
心
主
義
を
唱
え
る
と

は、
政
治
的に
は一
種の
「
敗
北主
義」
だ
と

い
わ
ざ
る
を
得ない
だ
ろ
う。

一
方、
福田
さん
は
も
と
も
と、
中
国と
の

関
係
を、
か
な
り
慎
重に
考え
る
人
で
あ
る。

「
慎
重」
と
は、
中
国
を
刺
激
す
る
こ
と
に
極

め
て

消極的で
ある
とい
うこ
と
だ。
日
中
聞

に
はい
くつ
か
の
大
き
な
問題が
ある。
歴
史

認

識問題、

靖国問題
など
だ
けで
は
な
く、

直
接、
日
本の
国益に
か
か
わ
る
東シ
ナ
海の

ガ
ス
回
開
発
の
問
題
や
尖
閤
諸
島
の
問
題
な

ど、
中
国と
の
聞で
さ
ま
ざ
ま
な
利
害の
対立

が
残っ
てい
るに
もか
か
わ
ら
ず、
そ
れ
らの

問題
を
「
共
同開
発」
といっ
た
か手
遅れ
外

交。
で
は
な
く、
国益に
立
脚し
て
根
本的に

解決
す
る
姿
勢を
み
せ
るこ
と
自体に

消極的

な
の
で
ある。

こ
うし
た
姿勢の
福田
さん
が
日本の
総
理

に
なっ
たこ
と
自体が一
つ
の
重
大
な
政
治
問

題
だ
と
言え
よ
う。
靖
国
問題は
歴
史
認
識問

題と
と
もに、
日
中
間の
大
き
な
外
交
問
題と

して
存
在し
て
き
た
の
は
誰の
目に
も
明
らか

で
あ
る。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
も、
最
初
か

ら、
「
日
中
間の
戦
略
カ
ー
ド」
に
し
ない、

とい
うの
はこ
れ
も一
種の
「
敗
北
主
義」
で

ある。
し
か
も
福田
さ
ん
は
そ
のこ
と
を
明ら

かに
し
て
し
まっ
た。

こ
れで
は
世界が
日
本の
存
在を
外
交上
重

要視し
ない
の
は
当た
り
前で
ある。
アメ
リ
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